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議 長 続きまして、石川議員の一般質問を行います。２番石川議員。

２番 お昼前になりましたが、皆さん、おはようございます。新人議員の石川で

石川議員 ございます。よろしくお願い致します。私は、この４月行われました町議会

議員選挙に於きまして「ひとりひとりが主役。町民の皆様お一人お一人が主

役である 」と訴えさせていただきました。町民の皆様のお考え、町民の皆。

さんの声をしっかり町行政の方に反映させていただきまして、皆さんと共に

頑張って参りたいと思っておりますので、何とぞよろしくお願い申し上げま

す。それでは通告書に従いまして２点質問をさせていただきます。

先ず、第６次産業について、質問させていただきます。川本町の今後の進

むべき道を考える時、主産業である農業の方向性を明確に示し、又、見直し

てみる必要があると考えます。

町長は、町長選を通じて「第６次産業化」を謳っておられました。私も全く

同感でございます。しかしながら、作物選定も具体的にはまだ決まっていな

いのが現状であります。川本町が現在、力を注いでいる「エゴマ」も候補の

１つであろうかと思いますが、早急に議論する場を立ち上げ、作物選定を先

ず行ってほしいというふうに考えております。それを受けて、食品加工の第

２次産業、流通・販売の第３次産業をどのように押し進めていくのかを平行

して議論し、成案を得る必要があろうかと考えます。全てにおいて規模の小

、 、 。さい川本町でも １つに纏まれば 未来は開けていくものと信じております

町長のリーダーシップに期待をしておりますので、今後の展開の一端をお聞

かせ頂きたいというふうに思います。

第２点目でございます。子育て支援について、でございます。定住対策に

、 、つきましては 川本町の最重要課題の１つとして取り組まれている訳ですが

今回はその中から「子育て支援」を取り上げさせていただきます。川本町で

は数年前より皆さんご存知のとおり「キープ４０００」というキャッチフレ

ーズのもと定住対策、取り分け「子育て支援」がいろいろと実施されている

ことは承知しておりますが、結果として他町に比べて若いお父さん、お母さ

んを応援する体制に甘さがあると考えます。１点目は「保育料」でございま

すが、平成２４年度より川本町に住民票があって、保育所に入所する第３子

以降の児童に対し保育料の全額免除という制度が実施されます。これをもう

一歩進めて第２子以降を全額免除とし、子育て世帯の経済的負担の軽減を図

るべきと考えるが、町長のお考えをお聞かせ頂きたい。

２点目は、児童の医療費ですが、現在、川本町では小学校に入学するまで

の児童に対しては無料になっております。しかしながら、子育て世帯の側か

らの声として、本当に医療費に対して不安になるのは小学校からという声を

４月の町議会議員選挙期間中に何度となく聞くことがありました。実際、中

学校卒業まで医療費の無料化を実施している他町に転居した世帯があったと

いう事も聞きました。これでは定住対策としての施策としては、十分ではな
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２番 いと考えます。是非とも中学校卒業までの医療費の無料化をすべきと考える

石川議員 が、町長のお考えをお聞かせ頂きたい。以上、２点でございます。よろしく

お願い致します。

議 長 それでは、石川議員の質問のうち１項目めの「第６次産業について」に対

する答弁をお願い致します。番外三宅町長。

、 「 」 、番外 それでは 石川議員の 第６次産業化に向けての取り組み につきまして

三宅町長 お答え致します。やはり川本町にとりまして、地域内の産業振興をこれから

図っていくという事は、これは重要な問題でありますし、これは大きな政策

の柱となって参ります。今の時代は農業、商業、工業の垣根を越えて、一緒

に地域振興を図っていく時代であります。農業者と商工業者の技術を連携し

て、地域資源を活用して素晴らしい川本町の特産品が開発されるという事を

期待しております。川本町には隠れた宝物がたくさんございます。農・商・

工連携して６次産業化を進め川本名物を作り出し、こうした商品と一緒に川

本町を全国に売り出して行きたいというふうに考えております。特産品を通

じて交流人口を動かす事によって経済が動き、情報が動くというのが私の考

えであります。事業が軌道に乗れば、大きな経済効果が生み出され、雇用や

所得の確保、地域の活性化に資するものだと考えております 「戦略は大胆。

に、戦術は細心に」という戦略方法がございますが、農・商・工の連携で、

小さな一歩を踏み出し、新しい産業の芽を生み出していくと必ず次のアイデ

アが湧いて参ります。その一歩を踏み出すきっかけづくりをするところが行

政であり、そのバックアップしなければならないというふうに考えておりま

す。第一歩として今出来ることは何だという事をしっかり考えてもらいたい

と私は考えております。２４年度はその第一歩としての農・商・工が１つの

テーブルにつき検討する場を早く立ち上げたいというふうに考えておりま

す。又、先進地視察等もどんどん行っていきたいと考えております。尚、作

物の選定でございますが、これから、ゼロから新たに作物を見つけて、育て

るというのはこれはなかなか大変であります。川本には宝がたくさんあると

言いましたが、例えば、昨年は柿が豊作でありましたが、収穫されない柿園

がたくさんありました。理由として収穫する労働力が無いと。或いは規格が

小さいという事でありました。先ずは、こうしたところから切り口にならな

いか考えております。既に収穫時期を迎えている成木となっている、そうし

たもの。例えば「柚」等、こういうものから６次産業化を考えていきたいと

いうふうに考えております。先ずは、６次産業化へ一歩を踏み出すきっかけ

作りというものを、行政としてしっかりやっていきたいというふうに考えて

おります。

議 長 ただいまの答弁に対しまして、再質問。２番石川議員。
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２番 先ず、６次産業を質問するにあたりまして、皆さん方に共通認識を持って

石川議員 いただくためにですね、少し説明をさせていただきます。農業、水産業の産

。 、業分類では農業は第１次産業というものにあたります ６次産業は農畜産物

水産物の生産だけでなく食品加工の第２次、流通販売の第３次にも農業者が

主体的に且つ総合的に関わる事によって、加工賃や流通マージン、今まで第

２次産業、第３次産業の事業者が得ていた付加価値を、農業者自身が得ると

いう事になっております。少し前、２、３年前までは１と２と３をたして６

という事を言っておりましたけれども、今は農業自体が衰退をしております

ので先ず１次と２次を掛け合わせるという事、それで２にして２×３で６次

産業という事が俗語として使われております。以上、６次産業についての共

通認識を持っていただいたという事で、森川課長にお聞きしますけれども、

先ず最初に、こういう６次産業化を踏まえた郡内の取り組み、こういうもの

があれば、ちょっとお聞かせいただきたいというふうに思います。

議 長 番外森川産業振興課長。

番外森川産 石川議員からのご質問でございます、邑智郡内の取り組みは、という事で

業振興課長 ございますが、邑智郡内、それぞれの町で特色のある、そういった取り組み

を今、行っているところでございますが、それを更に連携をしようという事

で、先般、５月３０日に悠邑アグリビジネスネットワークという組織の設立

会議がございました。これは島根県の新たな農林水産業・農山漁村活性化計

画・第２期戦略プランの内の邑智郡のプロジェクトを推進していくために立

ち上げられたものでございます。邑智郡内の「食 、それの生産・加工・流」

通・体験・販売に係わる個人、経営体等がネットワークを形成しまして、こ

れまで以上に連携・協働・情報交換することにより、郡内のアグリビジネス

の発展、向上を推進する、いわゆる６次産業化の推進をするものでございま

す。このネットワークを通じて邑智郡内の６次産業を進めていこうというも

のでございますが、川本町からこのネットワークに６つの組織・企業が参画

をしていただきました。このネットワークを通じて、更なる連携・協働・情

報交換をしていただいて、新たな取り組みを期待しているところでございま

す。

議 長 はい、２番石川議員。

２番 それを踏まえまして川本町では現時点では６次産業と言えば「エゴマ」が

石川議員 中心になろうかというふうには思いますけども、平成２３年度の作付面積、

生産量、お幾らかお願いします。

議 長 番外森川産業振興課長。
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番外森川産 平成１３年度の、失礼しました。平成２３年度のエゴマの作付面積でござ

業振興課長 いますが、全体で１３ｈ でございます。それで全体の収穫量につきましてa
は、ここで全体の収穫量の数字を持っておりませんが、１反あたり５０から

６０㎏ぐらいの生産量が有ったというふうに把握をしております。昨年、一

昨年がですね、ちょっと天候も恵まれませんで猛暑でございましたので、そ

の時に１反あたり３０㎏ぐらいでございましたので、それからしますと倍ぐ

らいになったかなというふうに考えております。

議 長 はい、２番石川議員。

２番 先ほど町長の方からですね、隠れた産物がたくさん有るというふうにお伺

石川議員 いしましたけれども、焦点が呆けてもいけませんので、ちょっとエゴマで推

し進めて参りたいと思いますけども、農家の販売額と加工した製品の販売額

ですね、これを幾らになるかお願い致します。

議 長 番外森川産業振興課長。

番外森川産 ご質問のありました農家の販売額と加工の販売額という事でございます

業振興課長 が、農家それぞれの販売額が幾らかであったかというのは、大変申し訳ござ

いません。今ここで数字を持っておりませんので、又、お伝え調べさせてい

ただければと思うのですが、全体の加工の販売額としましては、私共が把握

している中では３，５００万の加工の販売額があったというふうに認識して

おります。

議 長 はい、続いて質問ございますか。２番石川議員。

２番 第５次川本町総合計画の中で、この事も触れられておりますけども３，５

石川議員 ００万ではやはり６次産業という名前を俗語を使うにしては余りにも少ない

というふうに考えます。それで１０年後に目標を掲げておられますけれども

高知県に馬路村という所がございます、ご存知だと思いますけれども、柚だ

けで約３０億。邑智郡の米の販売額が１０億でございますので、その３倍と

いう事をやっておられます。この辺どこの数字を元に１億という数字が１０

年後の目標が出てきたのか、ちょっとその辺、何かありましたらお願いした

いと思います。

議 長 番外森川産業振興課長。

番外森川産 ５次総合計画の中での１億円という事でございますが、やはりエゴマを中

業振興課長 心と致しまして他の企業さんと言いますか、農業加工されているところがご

ざいますので、そういったところも新たな加工品も作られております。そう
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番外森川産 ういった物も含めて１億という事でございますが、実際にはエゴマが中心に

業振興課長 なろうかなと。今の現状で言いますと加工品の出口販売先と言うのは、或る

程度確保されております。作ればその分は十分買っていただけるような状況

にございますので、まだまだ生産をしていけば加工して販売できると、そう

いったところから考えまして今１億というところで考えているところでござ

います。それぞれの農家の皆さんの所得からすると、それは本当に一人ひと

りの農家が大きな所得は得られないかも知れませんが、皆さんが少しずつで

も所得を得ていただいて、そういった小さな所得が集まって大きな金額にな

っていけばなというふうに考えているところでございます。

議 長 ２番石川議員。

２番 私もその事は良く理解は出来ますけども、それをやるにあたって先ず最初

石川議員 に振興計画、今年はどうする、来年はどうするんだと、その振興計画という

ものがきちんと作られて然るべきだと思いますが、これは出来ていますか。

議 長 番外森川産業振興課長。

番外森川産 エゴマにつきましては、今、私共としては一般の個人の方で１０ｈ までa
業振興課長 を目指そうという事で、町の産地育成助成１ 当たり３，０００円を助成しa

ながら、とにかく１０ｈ まで持って行こうという計画をしております。そa
れが企業さんが５ｈ の全体で１５ｈ 、そこまでは町としては持って行きa a
たいというふうに考えているところでございます。そういった計画の中で１

つには反当たりの収量を上げていく事も考えていかなければなりません。そ

の為に実証法、県の普及部とかそういったものと連携を図りながら実証法、

こういう物を使えばもう少し量が増えるよ、こういう栽培の仕方をすれば量

が増えるよ、そういった事も合わせて研究をさせていただいているところで

ございます。そういったものを計画の中に取り入れ、実際に皆さんに今お示

しするような振興計画というものをしっかりとした物は作ってはおりません

が、それぞれの分野においての計画というのを立ててやらせていただいてお

ります。

議 長 はい。

２番 まぁ何をやるにしても振興計画というのは一番大元の大元でございますの

石川議員 で、早急に検討していただきたいと思います。それから先ほどの町長の答弁

にもありましたように検討委員会、これを具体的に町長、いつ頃までにやっ

ていただけますか。

議 長 番外三宅町長。
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番外 先ずは、この検討委員会で全てがスタートになります。従いまして今、い

三宅町長 つまでという事は言えませんが、早急にこの検討委員会を立ち上げたいとい

うふうに考えております。

議 長 ２番石川議員。

２番 まぁ私の感覚で半年以内というぐらいで考えておりますけれども、よろし

石川議員 いですか。

（ はい」の声あり）「

はい、それとですね一番この重要となるところがですね、雇用の確保とい

う事なんですね。農業収入のこれを得るという事も大事ですけど。いわゆる

２次産業、３次産業をやるにあたって、雇用が３０人なり５０人、もっと１

００人でもなれば良いんですけども、この雇用の確保という事が一番大事な

事になると思います。これはこの計画にも書いてありますけれども、この具

体的なお考えはありますか。

議 長 番外森川産業振興課長。

番外森川産 この雇用の確保、この６次産業を通じての雇用の確保でございますね。

業振興課長 （ はい」の声あり）「

これにつきましては、やはり加工の部門の所ではですね、実際に今企業さん

がエゴマを取り組んで実施をされておりますが、販路が拡がっていくにつれ

て規模拡大をしたいという事で町の企業立地支援貸付事業を使いながら、規

。 。模拡大を昨年図られました そういった中で２名の新規雇用がございました

そういったように販路拡大しながら、その中で新たな加工の雇用、或いは販

売も必要となってきますので、そういったところでの雇用というのも生まれ

てくるとは思います。ただですね、そういった企業ばかりでの６次産業とい

うのでは本町の場合は、いかない場合がございます。小さな農家の人が出さ

れ、それでそれを加工して販売していく。それは町全体でやっていきたいと

いうふうに思ってます。その中で上手くいけば何とかその中に雇用、もしか

したら１次産業の中にも新規の雇用というのも生まれるかも知れませんし、

加工の中でも雇用が生まれるかも知れませんが、今後、合わせて検討させて

いただきたいと思います。

議 長 石川議員、手を挙げてお願いを致します。はい、石川議員。

２番 はい、それでは早急に検討委員会を立ち上げていただきまして、しっかり

石川議員 とした議論の中で目標値が平成３３年に１億円じゃなくてですね、せめて１

０億ぐらいまでのそういう夢のある計画を地に足を付けて、ひとつ練り上げ

。 。ていただきたいというふうに思います それでは次に移らせていただきます
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議 長 １項目めは終わってよろしいですね。

（ はい」の声あり）「

はい、１項目めの「第６次産業について」の質問を終わります。

々 続いて、２項目めの「子育て支援について」に対する答弁をお願いを致し

ます。番外木村健康福祉課長。

番外木村健 続きまして 「子育て支援について」のご質問にお答えを致します。、

康福祉課長 現在、町が実施しています子育て支援対策としましては、保育料の軽減、

、 、 、それから小学校入学前までの乳幼児医療費の全額無料化 母子 乳幼児検診

、 、 、 、フッ素塗布 フッ素洗口等歯科検診 ヒブワクチン 小児肺炎球菌ワクチン

子宮頸がん予防ワクチン等の全額町負担、又、インフルエンザワクチンにつ

、 、きましては 妊婦と高校生以下につきまして予防接種の無料化を実施をして

子育て世帯の軽減に努めているところでございます。

最初の質問にございましたように「保育料」についてですが、保育料の基

準につきましては所得税額により決められた階層区分により保育料月額が定

められているところでございます。しかし、当町におきましては、その階層

区分をさらに細分化をしまして、保育料月額を低額設定し保護者の負担軽減

を図ってきているところでございます。又、先ほどありましたように今年度

から１８歳以下で第３子以降の入所児童につきましては、保育料を全額無料

としたところでございます。この結果、町が保護者等から納めていただく保

育料につきましては、平成２４年度当初予算でございますが、国の基準額に

比べ約半額以下の１，５３５万円となっているところでございます。

保育料の本算定につきましては７月１日となっておりますが、質問にあり

ますように第２子の無料化を実施しますと、さらに約９００万円程度が減額

されることになる見込みでございます。

次に 「医療費」についてでありますが、乳幼児等医療費の助成につきま、

しては、これまで県の制度に基づいて実施をしてきておりました。平成２１

年度からは就学前までの個人負担額を全額無料にしたところでございます。

平成２３年度におきましては、１９４人、延２，２１０件、４２３万円の助

成を行っているところでございます。

質問にありました中学卒業までの医療費の全額無料化についてであります

が、島根県内の状況をみますと、小学校就学までの医療費を全額無料にして

いる自治体は１２自治体、６３％でございます。小学校卒業までが７自治体

で３６％、中学校卒業までが６自治体という事で３１％という状況にありま

す。中学校までの無料化につきましては、県内でもまだ３分の１程度が実施

している状況にあるところでございます。

定住対策の一環としまして重要な対策であるという事は考えております

が、今後、第５次総合計画や次世代育成計画、並びに財政状況等を踏まえな

がら検討していきたいと思っております。
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議 長 ただいまの答弁に対しまして、再質問ございますか。２番石川議員。

２番 平成２４年度４月１日現在ですね、川本町の０才から６才の児童・園児は

石川議員 １４６人。７才から１５才が２１１人であるというふうに聞いておりますけ

れども、今後も減少傾向が続くと考えられますが、その事を中心におきまし

て子育て支援について、再度お伺いを致します。平成２４年度、第１子、２

子、３子の予定人数をお聞きしたいと思います。

議 長 番外木村健康福祉課長。

番外木村健 現在、保育所に入所されております対象人数でございますが、第１子が２

康福祉課長 ９人、第２子が４４人、第３子が１６人、第４子以降が３名という事で９６

名という事になっております。

議 長 はい、２番石川議員。

２番 今後ですね子どもの、お子さんの数この推移はどうでございますでしょう

石川議員 か。

議 長 番外木村健康福祉課長。

番外木村健 今後の推移でございますが、今、政策の方で行っています第５次総合計画

康福祉課長 の中で中山間地域研究所が出した物でございますが、平成３２年ですね２０

２０年には４才以下の子どもが６３名、４才から９才までが６７名という事

に試算が出されております。今回の目標３，３００人を目標という事になり

ますと、２０２０年には４才以下が１１５名、４才から９才までで１１２名

という予測が立っております。

議 長 はい、２番石川議員。

２番 １１５まで１１２名までにしないと３，３００人は保たれないという事で

石川議員 すね。そういう理解ですね。相当、頑張らなければいけない数字というふう

にだと思いますけれども、その上ですね予算的には今の推移の中で、どうな

るのかちょっとお伺いしたいと思います。

議 長 番外木村健康福祉課長。

番外木村健 予算でございますが、先ほど言いましたように保育料につきましては、平

康福祉課長 成２４年度の当初予算で１，８９０万程度の予算、この内に軽減を行います

ので最終的にいただくのは１，５３５万６千円という金額を今出していると
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番外木村健 ころでございまして、第２子それと第３子以降の無料化を致しますと約１，

康福祉課長 ３００万程度の減額になるという事で見込みをしております。

議 長 はい、２番石川議員。

２番 私がお聞きしたのは、今後そういう児童の推移を見る時に予算上どうなる

石川議員 かという事を聞いたんです。

議 長 番外木村健康福祉課長。

番外木村健 今後の推移でございますが、１子・２子・３子というのが又ぜんぜん今後

康福祉課長 の体制で変わってくると思いますし、金額的にも所得税に応じた月額となり

ますので、そこら辺のところは未だ数字が出ておりません。

議 長 ２番石川議員。

２番 第２子以降実施すると９００万増になるというところでございますが、こ

石川議員 れは１２億の基金のベースで考えると９００万が０．７５ぐらいですかね。

３２億の一般財源で考えますと０．３５ぐらいですか、ちょっと定かではな

いですが、そのぐらいの金額と％だと思います。その０．７５、０．３５こ

、 、の％がですね それをどういうふうに考えるかというところでございますが

町長さん、その辺は如何でございますでしょうか。非常に多い金額というふ

うに考えられますか。

議 長 番外三宅町長。

番外 数字的にどうかというよりも、近隣の町村がこの分野、可成り県内でも先

三宅町長 行して優遇措置を取っているというのが実態でございます。そういう中での

川本をどう考えるかという事でありますが、第５次総合計画、今課長も申し

上げましたが町としては、この近隣の町村並みここの方へ財政が許される限

り持っていきたいというのが基本的な考え方でございます。

議 長 ２番石川議員。

２番 ありがとうございます。それでは次、２点目の医療費についてお伺いさせ

石川議員 ていただきます。中学校卒業まで無料化にすると先ず予算的には幾らぐらい

掛かりますでしょうか。

議 長 番外木村健康福祉課長。
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番外木村健 医療費でございますが、今、町で把握出来ておりますのは国民健康保険の

康福祉課長 医療費しか把握は出来ません。社会保険等につきましては、町の方には医療

費は入ってこないという事でございますので、今、国保の方の子どもさんに

ついて計算をしてみて、全体の数字を当て嵌めたという事でございますが、

約、今、国保の対象になっておられる方、１年間でございますが、１人当た

り平均３割負担額が１５，０００円程度になろうかという事で思っておりま

す。小学校・中学校の対象者の方が今２１１名おられますので、それに掛け

ますと約３００万程度が町が負担する額になるという見込みになります。

議 長 ２番石川議員。

２番 金額につきましては私もそのぐらいの金額だろうという事で思っておりま

石川議員 すけれども、先ほど植田議員の質問にもございましたように、お金の出し方

出場所についてはいろいろと町執行部の方でお考えになっていただきたいと

いうふうに思います。それから医療費の無料化につきまして、中学校卒業ま

で６自治体、これが無料化にしているという事でございますが、この都市部

と郡部の比率と言いますか内容につきまして、お伺いしたいと思います。

議 長 番外木村健康福祉課長。

番外木村健 中学校までの無料化につきましては、殆どが郡部でございまして、邑智郡

康福祉課長 内でも美郷町、邑南町、それから津和野町、吉賀町、それから西ノ島町とい

うところでございます。

議 長 ２番石川議員。

２番 という事はですね、やっぱり郡部の危機感の表れなんですね、これは。郡

石川議員 部はやはり人口は減少している、児童数も減ってきている。やはりそこでこ

ういう施策をきちっと行って、やはり子育て支援がしたいというところでご

ざいますので、本町に於かれましてもしっかりとその事を胸に置いていただ

きまして、この中学校卒業までの医療費の無料化につきましても是非、早急

に実施をしていただきたいというふうに思います。町長、お願い致します。

議 長 番外三宅町長。

番外 先ほどの保育料等と同様でございまして、医療費につきましてもこの近隣

三宅町長 町村が、近隣の邑南町、美郷町が可成り県内でも先行したところの取り組み

となっております。定住対策の一環として、この医療費につきましても財政

が許せる範囲内で川本町もこの支援をしていきたいと、そういう対策をうっ

ていきたいというふうに考えております。
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議 長 ２番石川議員。

２番 財政が許す限りという言葉は、町長さん使われましたけれども、一般財源

石川議員 ３２億、それはしばりの金額もございます。しかしそこをですね、先ず定住

対策、これに全神経を費やす、或る意味で全神経を費やす。そうした時には

必ずこの子育て支援、医療費の無料化、保育料の無料化、これを現実の問題

として実行していただきたいというふうに思います。よろしくお願い致しま

す。

議 長 番外三宅町長。

番外 今、石川議員からございましたように、この定住対策というのは川本町に

三宅町長 とって本当に大きな課題でございます。この保育料、そして医療費、これに

つきましては第５次の中で前向きに検討し進めていくという事をお約束させ

ていただきます。

議 長 よろしいですか。

（ はい」の声あり）「

々 それでは、これをもちまして、石川議員の一般質問を終了致します。

々 次の質問につきましては、午後の部にまわしたいと思います。

次、昼からは１時に会議を再開致します。よろしくお願い致します。

これで午前中の会議を終了致します。

（午後 ０時０４分）


